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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン：膜近位のSH2結合モチーフはSH2D1AのSH2ドメインと相互作用し、チロシン残基のリン酸化を必要としない。,機能：T細胞からB細胞への双方向刺激において重要な高親和性自己リガンド。SLAM誘導性のTリンパ球におけるシグナル伝達イベントは、B細胞におけるシグナル伝達イベントとは異なる。 SLAMシグナル伝達には、阻害因子SH2D1Aが負の調節因子として機能するモードと、タンパク質チロシンホスファターゼ2C（PTPN11）依存性シグナル伝達が機能するモードの2つが存在すると考えられます。,PTM：FYNによってリン酸化されます。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,細胞内局在：B細胞およびT細胞の表面に存在します。,サブユニット：細胞質ドメインは、SH2ドメインタンパク質1A（SH2D1A）およびPTPN11と相互作用します。INPP5D/SHIP1と相互作用します。麻疹ウイルスのHNタンパク質に結合し、このウイルスの受容体として作用する。,組織特異性：末梢血メモリーT細胞、T細胞クローン、未熟胸腺細胞、および一部のB細胞に恒常的に発現し、活性化後にナイーブT細胞で急速に誘導される。,ドメイン：膜に最も近いSH2結合モチーフは、SH2D1AのSH2ドメインと相互作用し、チロシン残基のリン酸化を必要としない。,機能：T細胞からB細胞への双方向刺激において重要な高親和性自己リガンド。Tリンパ球におけるSLAM誘導性シグナル伝達イベントは、B細胞におけるものとは異なる。 SLAMシグナル伝達には、阻害因子SH2D1Aが負の調節因子として機能するモードと、タンパク質チロシンホスファターゼ2C（PTPN11）依存性シグナル伝達が機能するモードの2つが存在すると考えられます。,PTM：FYNによってリン酸化されます。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,細胞内局在：B細胞およびT細胞の表面に存在します。,サブユニット：細胞質ドメインは、SH2ドメインタンパク質1A（SH2D1A）およびPTPN11と相互作用します。INPP5D/SHIP1と相互作用します。麻疹ウイルスのHNタンパク質に結合し、このウイルスの受容体として機能します。,組織特異性:末梢血メモリーT細胞、T細胞クローン、未熟胸腺細胞、および一部のB細胞に恒常的に発現し、活性化後にナイーブT細胞に急速に誘導されます。,
	研究分野
	免疫学、細胞型マーカー、CD、非系統、微生物学、種間相互作用、宿主ウイルス相互作用、幹細胞、造血前駆細胞、表面分子、造血幹細胞、HSCマーカー、心血管、血管新生、内皮細胞マーカー
	画像データ
	

	SLAMF1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	SLAMポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

